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（原典：The influence of offshore windpower on demersal fish 

     Dan Wilhelmssona,∗, Torleif Malmb and Marcus C. Öhmana）  

建設後３年経ったモノパイル
基礎周辺の生物相を観察 

    （魚と底生生物） 

基礎周辺の生物が対照区
域より多かった。 

基礎部は人工魚礁の
機能を果たしている。 

海外レポート紹介① 

洋上風車基礎は人工魚礁として成立するか？ 

スウェーデンの事例 

１．洋上風力発電が生態系に与える影響 
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（出典：Monitoring and evaluation program near shore wind farm, IMARES Report , 2012） 

オランダ Egmond aan Zee  

ウィンドファーム(2006～)の調査 

 距岸距離10-18km, 風車36基 

 水深12～20m 

海外レポート紹介② 

漁獲量は変化するか？ 
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中層の曳網と魚群探知機を使った調査（イカナゴ、ニシン、カタクチイワイ、マイワシ） 

結
果 
↓ 

魚
は
増
え
も
減
り
も
し
な
か
っ
た。 

5 

（出典：Monitoring and evaluation program near shore wind farm, IMARES Report , 2012） 



刺網（大西洋マダラ、大西洋マアジ、大西洋マサバ、ボラ、キス、ニシン） 
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盛り石 
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（出典：Monitoring and evaluation program near shore wind farm, IMARES Report , 2012） 



（出典：Offshore Wind Farms and the Environment 

Danish Experiences from Horns Rev and Nysted, 2006） 

＜魚類＞ 

・風車基礎部人工魚礁
群の完成後は、魚群
に良い影響をもたらす
新しい人工的な生態
系が導入されている。 

・電磁界の強さと魚類
の挙動の間に関連は
ない。（海底送電ケー
ブルの影響はない） 
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海外レポート紹介③ 

デンマーク政府の見解（ Horns Rev ／Nysted ウィンドファーム） 
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平成25年度「海洋再生可能エネルギー導入による漁業海域影響調査」小島隆人教授プレゼン資料より引用 

発注：岩手県、受託：一般社団法人海洋産業研究会、共同研究：日本大学生物資源学部 

＜参 考＞ 
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平成25年度「海洋再生可能エネルギー導入による漁業海域影響調査」小島隆人教授プレゼン資料より引用 

発注：岩手県、受託：一般社団法人海洋産業研究会、共同研究：日本大学生物資源学部 
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平成25年度「海洋再生可能エネルギー導入による漁業海域影響調査」小島隆人教授プレゼン資料より引用 

発注：岩手県、受託：一般社団法人海洋産業研究会、共同研究：日本大学生物資源学部 



 
＜本日の内容＞ 

 
１．洋上風力発電が生態系や 
              漁業に与える影響 
 
２．洋上風力発電等と漁業との協調事例 
 
３．漁業協調型ウィンドファームの検討 
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長崎県五島沖

環境省
浮体式洋上風力
発電実証事業

我が国初となる系統
連系を行う浮体式洋
上風力発電施設とし
て、100kW小規模試
験機をH24年6月に
設置、H25年度に
2MW級実証機を設
置予定。

茨城県鹿島港
民間会社
洋上風力発電所

民間事業者「㈱ウィンド・パ
ワー・いばらき」により、2MW
の洋上風車７基がH22年6月
より稼働中。
また、H24年に8基を追加予
定。将来的には沖合に100
基程度の建設を計画中。

地図は、日本周辺海域（海面上80m）
の年間平均風速 （環境省調査）

6.5m/s以上

7.5m/s以上

8.5m/s以上

千葉県銚子沖／福岡県北九州沖

経産省（ＮＥＤＯ）
洋上風力発電等技術研究開発

2MW級の実証機と観測
タワーを設置して、着床
式の洋上風力発電ステ
ムの実証研究を行う。
銚子沖・北九州沖とも
に、H24年度中に設置
予定。

山形県酒田港

民間会社
洋上風力発電所

民間事業者「サミットウィンド
パワー㈱」により、2MWの洋
上風車5基がH16年月より稼
働中。

北海道瀬棚港

自治体（せたな町）
洋上風力発電所

せたな町により、600kWの
洋上風車2基がH16年4月
より稼働中。

我が国の洋上風力発電の現状（現在稼働中及び実証実験予定のもの）

福島県沖（具体的箇所は今後調整）

経産省
浮体式洋上ウィンドファーム実証研究事業

2MW級の風車１基、世界初となる7MW級の風車２基及
び浮体式洋上変電所を設置して、浮体式洋上ウィンド
ファームの安全性・信頼性・経済性を明らかにする。
浮体の形式は、セミサブ型とアドバンスド・スパー型。

アドバンスド・スパー型３コラム型セミサブ

（出典：総合海洋政策本部資料） 12 



事例① 北海道瀬棚港 

出典：平成14年度 瀬棚町洋上風力発電普及啓発業務より 

発注：北海道瀬棚町、受託：社団法人海洋産業研究会 
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瀬棚町洋上風力発電における漁業協調事例 

出典：平成14年度 瀬棚町洋上風力発電普及啓発業務より 

発注：北海道瀬棚町、受託：社団法人海洋産業研究会 
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瀬棚町洋上風力発電における漁業協調の事例 

（撮影：一般社団法人海洋産業研究会） 
15 



16 
（2014.10.24 海産研撮影） 

事例② 福島県沖 



17 

浮体式洋上ウィンドファーム実証研究事業 

漁業との共存策 

（出典：浮体式洋上ウィンドファーム実証研究事業パンフレット） 
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浮体式洋上ウィ
ンドファーム実証

研究事業 

海洋観測データ
配信システム 

（出典：http://www.fukushima-wind-

kaiyou.jp/web/camera.php） 
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長崎県五島市 環境省浮体式洋上風力発電実証事業 

http://goto-fowt.go.jp/VIDEO/goto-fowt_web2.mp4 

（出典：環境省浮体式洋上風力発電実証事業HP） 

http://goto-fowt.go.jp/VIDEO/goto-fowt_web2.mp4
http://goto-fowt.go.jp/VIDEO/goto-fowt_web2.mp4
http://goto-fowt.go.jp/VIDEO/goto-fowt_web2.mp4
http://goto-fowt.go.jp/VIDEO/goto-fowt_web2.mp4
http://goto-fowt.go.jp/VIDEO/goto-fowt_web2.mp4
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浮体式洋上風力発電の周囲に魚礁 

を設置する漁業協調策 

（出典：株式会社岡部提供資料） 

事例③ 長崎県五島沖 



8m 

4m 

既設配電線 

岸より20m以下 

寒風沢島 

給電 

パワコン 

各種モニター計器 

電圧計 

電流計 

ロータ回転計 

油圧計 

パソコン（モニタ） 

発電電力、モニタリング信号 

漁港施設へ
試験供給 

陸上サブス
テーション 

管理用ブリッジ 

8m程度 

ダクト管 

航路標識（白色灯） 

低水位 

2.64m 

平均水位 
復旧後物揚場天端高 1.07m 

2.0m 

3.0m 

復旧後防潮堤天端高 

0.64ｍ 

高水位 

0.63ｍ 

6.6kV配電線 

6.6kV AC三相 

（パワコン供給、
送電） 

作業用電源 

供給100V単相 

文科省のプロジェクト（2012～2017） 
5kW潮流発電 in 宮城県塩釜市 

（出典：http://umi-tohoku.sblo.jp） 

事例④ サケの聴覚調査 



22 

冷蔵庫 



 
＜本日の内容＞ 

 
１．洋上風力発電が生態系や 
              漁業に与える影響 
 
２．洋上風力発電等と漁業との協調事例 
 
３．漁業協調型ウィンドファームの検討 
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平成25年度 岩手県委託事業 

「海洋再生可能エネルギー導入による漁業海域影響調査検討業務」 
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(1) 漁業等への影響 

 ①現地調査の実施 

 ②漁業への影響調査（シロサケ聴覚の調査） 
 ③風車基礎の魚礁効果に関する調査 

 (2) 漁業協調の在り方 

 ①ケーススタディの実施 

 ②ワークショップの開催 

 (3) その他、他地域の現地視察の実施等 

岩手県洋野町のケーススタディ 



  

洋野町の概要 

●岩手県北東部 
 に位置． 
●面積303km2． 
●人口1.8万人弱． 
 内、漁業人口は 
 400人弱． 
 少子高齢化が進行． 
●年平均気温 
 10.5℃． 
●年間降雨量 
 896mm． 
●湿度が高く、 
 日照条件が短い． 

（出典）洋野町町勢要覧（資料編） 



洋野町の漁業協同組合 
  組合員数 準組合 

員数 

保有 
船舶 

主な生産物 生産額 
百万円 

種市漁協 291 82 120 うに・あわび (H24年度) 

322 

玉川浜漁協 28 3 17 うに・あわび・こんぶ・ふ
のり・まつも 

(H24年度) 

47 

戸類家漁協 28 1 11 うに・あわび・ふのり (H24年度) 

45 

種市南漁協 275 69 103 うに・あわび・さけ (H24年度) 

668 

小子内浜漁協 80 10 63 さけ・うに・あわび・こん
ぶ・わかめ 

(H26年2月末) 

151 
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小型漁船漁業（タコカゴ） サケ定置網 

アワビ採捕 潜水漁業（南部潜り） 

洋野町沖合の漁業 

（撮影：一般社団法人海洋産業研究会） 



岩手県洋野町でケーススタディを実施 

漁業者を交えたワークショップの実施 

  開催日 場所 参加者 内容 
第1回 
  

2013. 
11.19 

洋野町民 
文化会館 

種市漁協、玉川浜漁協、 
戸類家漁協、種市南漁協、 

小子内浜漁協、洋野町役
場、岩手県庁、海産研、合
計25名 

・主旨説明 
・海産研/漁業協調メニューの
紹介 
・平成23年度NEDOのFS結果の
紹介 
・意見交換 

第2回 
  

2014. 
2.13 

洋野町民 
文化会館 

種市漁協、玉川浜漁協、 

戸類家漁協、小子内浜漁
協、洋野町役場、岩手県
庁、日大・小島教授、海産
研、合計16名 

・ケーススタディ中間結果報告 
・サケオーディオグラム報告 
・意見交換 

第3回 
  

2014. 
3.20 

洋野町民 
文化会館 

種市漁協、玉川浜漁協、 
戸類家漁協、種市南漁協、 

小子内浜漁協、洋野町役
場、岩手県庁、全漁連・漁
政部長代理、海産研、合
計16名 

・全漁連の取組み紹介 
・本年度成果の報告 
・意見交換 
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ワークショップの開催状況 



  一般社団法人海洋産業研究会 
「洋上風力発電等の漁業協調の在り方に関する提言(2013.5.10)」 

－着床式100MW仮想ウィンドファーム漁業協調メニュー案－ 

メニュー案 

１．リアルタイムでの海況情報の提供 

２. 風車基礎部の人工魚礁化利用 
 ２－１．資源保護育成目的 

 ２－２．周辺での漁業操業目的 
３．魚介類・藻類の養殖施設の併設 

４．定置網等の漁具の併設 

５. レジャー施設の併設 
 ５－１．海釣り公園、遊漁船事業 

 ５－２．ダイビングスポット 
６. 発電電力の活用 
 ６－１．陸上施設への電力供給 

 ６－２．電動漁船 
７. 漁業者の事業参加 
 ７－１．建設・保守点検における漁船利用  

 ７－２．洋上発電事業への出資・参画 29 
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メニュー案 
（略記） 

洋野町の
ﾆｰｽﾞ 

漁業者コメント等 

１．リアルタイム情報 
◎ 

波高のデータに対する要望あり。漁業者から密
漁監視カメラの提案。 

２－１．魚礁／資源保護 ○ ナマコの幼生が留まるような魚礁が有用。 

２－２．魚礁／漁業操業 
○ 

ホヤが付きやすいような基質（天然石など）が有
用。 

３．養殖施設の併設 ◎ ウニの餌用の藻類養殖。 

４．定置網等の併設 × 定置網漁業者は風車設置を望んでいない。 

５－１．  海釣り公園 ？   
５－２．ﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞｽﾎﾟｯﾄ 

× 
当該地域はアワビ・ウニの生産地であり、漁業
者以外のダイバーは敬遠される。 

６－１．陸電力供給 ○ 安い電力を使えるならメリットを感じる。 

６－２．電動漁船 ？   
７－１．ﾒﾝﾃ漁船利用 ○ どのような頻度でどのような装備が必要か。 

７－２．出資・参画 ？   

洋野町のニーズ 



ウィンドファームの管理施設 

31 

（１）密漁監視カメラの設置 
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ジャケット式基礎 モノパイル式基礎 

（２）天然石を用いた魚礁 



33 

（３）ホヤ・ナマコ資源の増殖に向けた人工魚礁の設置 
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約10m 

（４）ウニ・アワビの餌料用コンブの養殖 

＜試 算＞ 

沖側の17基をジャケット式とすると１基あたり、40ｍ×17基＝680ｍ 

仮に1ｍあたり5kgのコンブが生産できるとすると 680ｍ×5kg＝3,400kg  
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洋野町漁業協調ウィンドファームイメージ図 



＜参考＞ 
浮体式洋上ウィンドファームの漁業協調メニュー 

（出典：洋上風力発電等の漁業協調の在り方に関する提言《第２版》、平成27（2015）年６月一般社団法人 海洋産業研究会） 



  「洋上風力発電等の漁業協調の在り方に関する提言」 
－着床式100MW仮想ウィンドファームにおける漁業協調メニュー案―  

〔平成25年5月〕   

 

「基本的考え方：“漁業補償から漁業協調へ”」 

（１）発電事業者も漁業者も共に潤う、Win-Win方式（メリット共有方式） 
（２）地域社会全体の活性化に貢献 
（３）透明性を確保した合意形成  

「発電事業者および漁業者に求められる姿勢」  
 発電事業者 
－漁業とりわけ漁業権に関する正しい知識をもち、敬意を持って先行海域利用者た 

  る漁業者との調整と合意形成を図るようにする。 

－積極的に漁業協調システムの導入を図り、沿岸漁業の振興ひいては地域振興に 

  も寄与しうるよう取り組む。   

 漁業者 
－海洋再生可能エネルギー利用の意義を理解し、海域の多目的利用、海域の総合 
  利用の観点から、洋上発電立地について協力する。  
－洋上ウィンドファームの建設を活用し、これを持続的な漁業および漁村の発展に 
  結びつけていくよう考える  37 



ご清聴ありがとうございました。 
 
 
 

一般社団法人 海洋産業研究会 
   

Ｗｅｂsite ： www.rioe.or.jp  
E-mailアドレス ： rioe @ rioe.or.jp 

Tel  : 03-3581-8777  
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